
手銭家資料を活用した江戸時代の出雲文化の発掘と再生事業

一平成28年度出雲文化活用プロジェクト実施報告書ー

春平成28年度文化庁 「地域の核となる美術館歴史博物館支援事業」
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出
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と
文
書
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が
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れ
て
い
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手
銭
記
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手
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五
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資
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五
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開
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資
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し
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た。

ま
た、

島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
と
手
銭
記
念
館
は、

平
成
十
七

年
か
ら
手
銭
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書
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お
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書
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開
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手銭記念館

⑨連続講座

「古典への招待～古筆と和歌を中心に～」
手銭記念館が所蔵する古筆や書籍をテキストに、和歌ヤ歌物語について学ぶ連続講

座。和歌研究が専門の野本瑠美先生を講師にJo'迎えし、かまの読み方、和歌の歴

史と楽しみ方、鑑賞のこつをどを初歩から楽しく教えてMただきます。江戸時代の大社

では和歌ヤ俳諮を熱心に学び、創作、鑑賞をど本格的宏文芸活動が盛んだったこと

がわかってきました。伝来してきた本々古筆を通して、当時の人々と心が通い合うようま

時聞を過ごしていただければと思います。

［開催日時］

2016年5月～9月の第3木曜日13:30-15:30
es月 19 日／古銃を践む〈終了〉・6月 16日／伊勢物館を楽しむ〈終了〉・7月 21 日／栄花物絡を続む〈終了〉

es月 18 日／和歌の楽しみ方 .9月 15 日／大社の和歌活動と三十六歌仙の楽しみ方

［開催場所］手鏡家和室

［参加費用J 1 回500円（資料代） ［ 定員 〕毎回30名

［参加申込］分名前とタ電話番号、参加希望回を労知らぜください。

［ 講師 ］野本瑠美（島根大学法文学部准教授）

1981年生まれ。埼玉県出身。専門ほ平安後期～鎌倉初期の和歌文学。東京大学大学院人文社会系

研究科目本格日本文学専門分野博士銀程修了。博士（文学）。 2011年島根大学に滑任。

会紘一

主催：出雲文化活用プロジェクト

公益財団法人手銭配念館／島機大学附属図書館／島板大学法文学御山陰研究センター

効成：平成28年度文化庁地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業 2出雲総合芸術文化祭



2016 年度チラシ

⑨料理ワ ー クショップ ｛羽三「宴の献立」
手銭記念館が所蔵する
江戸時代の資料をテキストに ※昨年の調理例です。

毎回好評をいただく江戸時代の料理を再現し試食するワークシ
ヨツフ。を今年も行います。今回ほ、安政4年に行われた婚礼の
献立を取り上げ、江戸時代の祝いの
宴を盛り上げた御料理を再現しまナ。
［ 開 催 日］

2016年10月17日（月）

［集合時間］・調理からの参加 10:00

・試食のみ 12:30 （試食開始ほ13:00から）
［開催場所］島根県立古代出雲歴史博物館実習室
［参加費用］1,500円
［ 定員］・調理 10名・試食 20名

鯛理に�加される方｛立、できれば包丁をご持参ください。
［ 講師 ］安藤登（日本料理笠わ）

9月21日～ 10月17臼古代出雲歴史縛物館常鮫展示室の一部ケースで
「出雲今昔～婚礼～」というテーマの手銭犯念館出張展示を行っています。

⑨大社能を知る集い

「酒－能・狂言とか酒の深い関係－」

⑨親子和菓子作り体験

「江戸時代にもあった！？

和菓子を作って食べてみよう」
親子で体験ナる和菓子作り。手銭家所蔵の茶会記にも記録が
残ってvも江戸時代から伝わる「腰高（こしだか）まんヒゅう」を
作りまナ。当時からある食材に触れ、作って食べる、食育体験
型イベントです。

［開催日時］

2016年11月20日（日） l 什
10:00-12:00 I �；·I �

， 

［開催場所］手銭家和室 if! ［ 対象J 4歳以上、小学6年生までを入 ’工
［参加費用J 1組900円

（入館料、材料費、か茶代込）
お子機お1人につき保護者1名機での重量加をお綴いいたします。

［ 定員］10組

［持ち物］エプロン、三角巾
［ 講師 ］柳業洋一 （念ぎら長春堂）

:t,'酒を飲んでいるうちに思わぬ本音が出てしま\i'＇＞• • •とか、一緒に:t,'酒を飲むことで ［開催日時］
仲良くまっ的喧嘩にまつ的…という経験ほありまぜんか？能ヤ狂言でほ、知酒を 2016年10月24日（月）
飲むことが場面ヤ芝居のテンポを変えるきっかけにまることがよくありまナ。この世とあ 13:30-16=30 
の世を行き来するのにも、:t,'酒ほうってつけのアイテムだったのかもしれまぜん。今回 ［開催場所］手銭記念館 ［ 定員 ] 20名
ほ、江戸時代造り酒屋を営んでいた手銭家と能狂言、どちらにとっても縁が深い ［参加費用］600円（入館料として）
「酒」をテー？に、能楽を体験し、楽しみましょう。
［講師 ］

安田登
（能楽師下掛宝生流ワキ方）
1956年生まれ。公益社団法人能楽協会正
会員。米国Rolflnsti同胞公認ロルファー。大
学時代K中国古代省学を学び、 漢和辞典
の署員•t－－携わる。東京を中心K舞台を勤め
るほか、園内外で能;I;'よぴ能の身体技法を
テー？としたヮ－!1$，.，プ、能のメソヲドを使。た
朗脱・E手続の公淡々P指場も行う。

概宅聡
（能楽師森田流笛方）
1961年生まれ。沿線県立松江南高等学校
卒業。国立能楽堂研修第二期修了。故
寺弁理事之、中谷明（ともに盤要無形文化財
総合指定Ht師事。公益社団法人能楽協
会正会員。窓E要無形文化財総合指定。�
江乱声会主率。

奥葎健太郎
（能楽師和泉流狂言方）
1972年生まれ。放13t佐野村又三郎信l1li
（霊要無形文化財総合指定＊師事。東
京重量術大学（B:曾専攻）卒業。狂曾のヮ－

p$，.�；／＇J/;/'終盤、 際Pまと稲広〈活動。また、

能面差王曾爾の制作・修復も行う。公益社
団法人能楽協会正会民。「綾子でたのしむ

亘狂言の会」（目黒区後後）主宰。

‘趨ID 「手銭家蔵書から見る出雲の文芸」11月9日（水）－11月30日（水）会場：島根大学附属図書館1階展示室

［手銭記念館で開催の展覧会】

｜ 申込み ・ 問い合わぜ TEL/ FAX 0853-53却00 E-mail ir巾＠tezenm山eun1.co1n I 

「骨董を楽しむ」
「秋期館蔵絵画展」
「神在り大社にちまんで」

7月16日（土） － 8月29日（月）
9月7日（水）－ 10月10日（月）

10月15日（土） － 12月5日（月）

主催：出雲文化活用プロジェクト
公益財団法人手銭aa念館／島根大学術罵図書館／
島根大学法文学部山陰研究センター

助成：平成28年度文化庁地域の核となる美術館 ・

歴史博物館支援事業

・
寝間……

開館時間一一一一 9:00 - 16-30 

休館日 一一一一一 火曜日（火稲日が祝日の場合は翌日）、
年来年始、展示替期間中

入館料一一一一ー［大人］ 600円（500円）
［高校生以下]400円（300円）
※（）内 1.;.20名以上申団体料金

陣遁旬、者と介助者拡100円引き

干699 0751 &l,根県出雲市大社町杵築西2450-1

電話／FAX - 0853 53-2000 
E-mail 一一一一一－ mfo@tezenmuseum com 

イド手銭記念館
- TEZEN MUSEUM 
http://www. tezenmuseum. com 



連
続
講
座
「
古
典
へ
の
招
待
1
古
筆
と
和
歌
を
中
心
に
（）」

手
銭
記
念
館
が
所
蔵
す
る 、

古
筆
切 、
画
帖 、

古
典
籍
を
主
な
テ
キ
ス
ト
に 、

変

体
仮
名
や
崩
し
字
の
読
み
方 、

和
歌
や
物
語
の
成
り
立
ち
ゃ
楽
し
み
方
に
つ
い
て
学

ぶ
講
座 。
所
蔵
資
料
を
用
い
る
こ
と
で 、
館
蔵
資
料
の
内
容
や 、
江
戸
時
代
の
大
社

に
お
け
る
文
芸
活
動
に
つ
い
て
発
信
す
る
こ
と
も
目
的
と
し
た 。

こ
の
講
義
の
中
で 、

手
銭
家
資
料
の
意
義
や
価
値
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
た
こ

と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る 。
ま
た 、
資
料
準
備
の
過
程
で
新
た
な
知
見
や
疑
問
点 、
か

い
く
つ
か
出
て
き
た 。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後 、
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く 。

講
義
は
初
心
者
に
わ
か
り
や
す
く 、
あ
る
程
度
知
識
の
あ
る
人
た
ち
に
も
参
考
に

な
る
大
変
充
実
し
た
内
容
で 、
参
加
者
か
ら
は
継
続
を
望
む
声 、
か
強
く
寄
せ
ら
れ
た 。

講

師

野
本

瑠
美
（
島
根
大
学
法
文
学
部
准
教
授）

手
銭
家
和
室

十
三
時
半
j

十
五
時
半

ム
五

場

時

間

－
第一
回

古
筆
切
を
読
む
《
五
月
十
九
日》

参
加
者

二
十
六
名

古
筆
切
を
テ
キ
ス
ト
に 、

く
ず
し
字
の
読
み
方

と
勅
撰
和
歌
集
に
つ
い
て
学
ぶ 。

【
使
用
し
た
資
料】

O
古
筆
切
『
古
今
和
歌
集』
巻
十・
物
名
（
鎌

倉
時
代）

O
古
筆
切
『
拾
遺
和
歌
集』
巻
十・
神
楽
歌
（
鎌
倉
時
代
後
期
？）

四

O
桂
切
『
新
古
今
和
歌
集』
巻
十
六・
雑
上
（
鎌
倉
時
代
後
期

ft室
町
時
代
？）

O
手
鑑
よ
り

伝
慈
円
筆
『
古
今
和
歌
集』
（
鎌
倉
時
代
？）

伊
勢
物
語
を
楽
し
む

参
加
者

二
十
七
名

江
戸
時
代
の
刊
本
や
古
筆
な
ど
を
テ
キ
ス
ト

に 、

伊
勢
物
語・
古
今
和
歌
集・
在
原
業
平

に
つ
い
て
学
ぶ 。

【
使
用
し
た
資
料】

O
刊
本
『
新
編
絵
入

伊
勢
物
語』
（
江
戸

時
代
中
期
？）

O
民
部
切
『
古
今
和
歌
集』
巻
十
五
・

恋

五
（
平
安
時
代
後
期
1

鎌
倉
時
代
頃）

。
『
三
十
六
歌
仙
画
帖』
（
江
戸
時
代
中
期）

画・
土
佐
派

筆・
堂
上

－
第
二
回

《
六
月
十
六
日》

栄
花
物
語
を
読
む

参
加
者

十
七
名

江
戸
時
代
の
刊
本
『
栄
花
物
語』
を
テ
キ
ス
ト
に 、

栄
花
物
語
や
作
中
で
引
用

さ
れ
る
和
歌
を
読
む 。
史
実
と
物
語
の
相
違
に
つ
い
て
も
学
ぶ 。

園
第
三
回

《
七
月
二
十一
日》



連続講座チアウトリ

〔
使
用
し
た
資
料】

O
刊
本
『
絵
入
栄
花
物
語』
（
江
戸
時
代）
月
宴・
ゆ
ふ
し
で・
玉
の
む
ら
菊

O
折
り
帖
『
百
人一
首』
（
近
衛
信
弄

筆）

－
第
四
回

和
歌
の
楽
し
み
方
《
八
月
十
八
日》

二
十
六
名

参
加
者

『
草
庵
和
歌
集』
（
頓
阿）
を
テ
キ
ス
ト
に 、

和

歌
の
基
礎
知
識 、
鑑
賞
の
仕
方 、
様
々
な
技
法 、

和
歌
集
の
読
み
方
に
つ
い
て
学
ぶ 。

【
使
用
し
た
資
料】

O
『
草
庵
和
歌
集

上
下』
（
寛
文
四
年
版）

－
第
五
回

参
加
者

二
十
三
名

大
社
の
和
歌
活
動
と
三
十
六
歌
仙
の
楽
し
み
《
九
月
十
五
日》

所
蔵
す
る
『
三
十
六
歌
仙
扉
風』
『
三
十
六
歌
仙
画
帖』
『
松
壷
文
集』

ス
ト
に 、
三
十
六
歌
仙
に
つ
い
て 、
ま
た
和
歌
の
散
ら
し
書
き
に
つ
い
て
学
び 、

を
テ
キ

実
際
に
さ
ま
ざ
ま
な
散
ら
し
書
き
と
く
ず
し
字
を
読
ん
で
み
る 。

江
戸
時
代
後
期
の
随
筆
『
松
壷
文
集』
の
記
述
か
ら 、

大
社
の
人
々
が
和
歌
や

【
使
用
し
た
資
料】

物
語
を
ど
の
よ
う
に
日
常
の
中
で
楽
し
ん
で
い
た
か
を
た
ど
る 。

O
『
三
十
六
歌
仙
扉
風』
（
江
戸
時
代
前
期
？）

文
久
三
（）

慶
応
三
頃
刊）

。
『
松
壷
文
集』
（
千
家
尊
澄
著

j 雪；古l目？
；栄a
t話3
1 1 i 
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料
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
宴
の
献
立」

古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
で
行
っ
て
い
た
館
外
展
示
に
合
わ
せ 、

安
政
四
年

（
一
八
五
七）
十一
月
に
行
わ
れ
た 、

手
銭
家
八
代
の
婚
礼
の
記
録
に
残
る
料
理
の

中
か
ら
い
く
つ
か
を
選
び 、
博
物
館
体
験
工
房
で
調
理
と
試
食
を
行
っ
た 。

記
念
館
所
蔵
資
料
の
中
に
は 、
手
銭
家
四
代
（
｛玉
暦
八
年）
か
ら
八
代
（
安
政
四

年）
ま
で
五
代
に
亘
る
婚
礼
の
記
録 、
か
あ
り 、
『
婚
礼一
途』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

て
い
る 。
こ
れ
ら
の
資
料
に
は 、

縁
談
か
ら
婚
礼
ま
で
の
い
き
さ
つ 、
や
り
取
り 、

段
取
り 、
式
次
第 、
献
立 、
招
待
客
か
ら
の
返
事 、
い
た
だ
い
た
お
祝
い
や
お
返
し 、

手
伝
っ
た
人
の
名
前
な
ど
婚
礼
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
事
柄 、
か
記
録
さ
れ
て
い
る 。
そ

れ
に
よ
る
と 、
各
代
の
婚
礼
は 、
式
三
献 、
雑
煮 、

本
膳 、
二
の
膳 、
三
の
膳 、

硯

蓋
と
礼
法
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ 、

大
変
な
品

d
u

数
の
料
理 、
か
供
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る 。

開
催
日

十
月
十
七
日
（
月）

十
時
i

十
四
時

安
藤

登
（
日
本
料
理

島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

体
験
工
房

『

調
理

試
食

講

師

登
わ）

ム
一A

場

参
加
者

九
名

三
十
二
名

〈
献
立〉

大
皿
〈
伊
万
里
錦
手
大
皿
（
江
戸
時
代

後期）〉

海
苔
巻
寿
司

多
呼

ユ

ム牧

／＼ 

重
肴
〈
芦
鶴
蒔
絵
重
箱・
黒
塗
重
箱〉

下
つ
ど
青
和
え

香
茸
白
和
え

ほ
う
れ
ん
草
お
ひ
た
し

祝
い
か
ま
ぼ
こ

梅
椀
〈
笹
蒔
絵
里山
塗
梅
椀・
朱
塗
梅
椀〉

焼
き
鯛

白
髪
牛
若刀

椎
茸

生
愁

貝
割
れ
菜

i->' 

�·

漁J

i1!'i! 

ヴ
説
笈仏

今
回
お
借
り
し
た
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
体
験
工
房
に
は
包
丁 、
か
な
か
っ
た
た

め 、
各
自
包
丁
持
参
で
参
加
し
て
も
ら
っ
た
が 、

扱
い
慣
れ
た
包
丁
で
か
え
っ
て
良

か
っ
た
ら
し
い 。
ま
た 、

若
い
方
達 、
か
複
数
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
あ
り 、

当
時
の
台
所
も
こ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
の
で
は
と
想
像
で
き
る
よ
う
な 、
賑
や
か
で
和

や
か
な
調
理
風
景
だ
っ
た 。

料
理
は
手
銭
家
伝
来
の
食
器
に
盛
り 、
工
房
の
外
に
テ
ー

ブ
ル
を
出
し
て
開
放
的

に
食
べ
て
い
た
だ
い
た 。

こ
れ
ま
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
踏
ま
え 、

事
前
に
で
き
る
限
り
細
か
く
調
理
の



アウトリ ー チ

流
れ
を
打
ち
合
わ
せ、

調
理
に
参
加
し
な
か
っ
た

方
達
に
も
参
考
に
な
る
よ
う、

段
取
り
と
分
量
を

配
布
し
た。

こ
の
よ
う
な
準
備
に
よ
っ
て
ス
タ
ッ

フ
全
員
が
全
体
の
流
れ
を
事
前
に
把
握
出
来
て
い

た
こ
と
も
あ
り、

少
な
い
人
数
で
も
効
率
よ
く
予

定
通
り
調
理
を
進
め
ら
れ
た。

今
後
に
生
か
し
て

－

VVA

7苧
」

1

0

、

U
J

E

4
i

vhv

参
加
者
か
ら
は、

日
本
料
理
の
細
や
か
な
気
遣

い
や
手
聞
を
か
け
る
こ
と
の
大
切
さ
と
楽
し
さ
が

分
か
っ
た
こ
と、

漆
器
の
手
触
り
の
良
さ
に
気
づ

い
た
こ
と
な
ど、

参
加
し
た
こ
と
を
喜
ぶ
声
を
多
く
い
た
だ
け
た。

今
年
は、

天
候
不
順
で
野
菜
の
品
不
足
や
値
段
の
高
騰
な
ど
が
あ
り、

食
材
が
揃

う
か
ど
う
か
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
安
心
で
き
ず、

江
戸
時
代
に
あ
れ
だ
け
の
量
の
食
材
を

準
備
し
調
理
す
る
大
変
さ
を、

思
わ
ぬ
形
で
実
感
す
る
こ
と
と
な
っ
た。

今
回、

内
閣
府、
か
海
外
に
向
け
て
発
行
す
る
月
刊
冊
子
「
ハ
イ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ジ

料理ワ ー クショップ

一一一一�一一
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親
子
和
菓
子
作
り
体
験

「
江
戸
時
代
に
も
あ
っ
た
？

和
菓
子
を
作
っ
て
食
べ
て
み
よ
う」

開
催
日

並
再

r

巾

コ
コ
円
H

ム
μ
huF

十
一

月
二
十
日
（
日）

十
時
i
十
二
時

柳
川楽

洋
一

（
な
ぎ
ら
長
春
堂）

手
銭
家
和
室

十
組

二
十
名

会

場

参
加
者

茶
会
記
に
残
る
「
腰
高
ま
ん
じ
ゅ
う」

を
親
子
で
再
現
・

試
食
す
る
食
育
ワ
l
ク

シ
ヨ

ツ。
フ
。

参
加
者
の
幼
児、

児
童
に
も
分
か
り
ゃ

す
く
松
平
不
昧
公、

茶
会
に
つ
い
て
も
触

れ
な
が
ら、

江
戸
時
代
か
ら
作
ら
れ、

現

在
に
至
る
腰
高
ま
ん
じ
ゅ
う
を
作
っ

た。

今
回
は
白
あ
ん
を
使
つ
て
の
ま
ん
じ
ゅ
う

を
再
現
し
た
が、

飴
の
材
料
と
な
る
小
豆

に
様
々
な
種
類、
か
あ
る
こ
と、

ま
ん
じ
ゅ

う
の
皮
に
は
芋
が
使
わ
れ
て
い
る
が、

芋

に
も
様
々
な
種
類、
か
存
在
す
る
こ
と
を
実

際
に
手
に
と
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き、

貴

重
な
食
育
体
験
と
な
っ

た。

ま
ず
皮
の

材
料
で
あ
る
つ
く
ね
芋
を
す
り
お
ろ
し、

米
粉
と
砂
糖
と
混
ぜ
合
わ
せ
る
工
程
を

講
師、
か
行
っ

た。

生
地
を
引
っ

張
っ

た
と
き
に
弾

け
る
よ
う
な
音、
か
す
れ
ば
生
地
の
完
成
と
の
指
導

で、

参
加
者
は
興
味
深
そ
う
に
生
地
を
引
っ

張
る

姿、
か
見
ら
れ
た。

参
加
者
に
は
完
成
し
た
生
地
で

館
を
包
む
作
業
を
し
て
も
ら
っ

た。

現
在
に
残
る

上
用
ま
ん
じ
ゅ
う
や
薯
預
ま
ん
じ
ゅ
う
が
腰
高
ま

ん
じ
ゅ
う
に
当
た
る
の
で
は
と
の
こ
と
で
あ
っ

た

が、

名
称
ど
お
り
「
腰
高」

に
な
る
よ
う
各
々
が

思
い
思
い
の
高
さ
と
厚
み
の
あ
る
ま
ん
じ
ゅ
う
を

再
現
し
た。

最
後
に
蒸
し
あ
が
っ

た
鰻
頭
を
抹
茶

と
共
に
試
食
し
て
も
ら
っ

た。

商
品
と
し
て
し
か
見
る
こ
と
の
な
い
鰻
頭

が
ど
の
よ
う
な
材
料
か
ら
で
き
て
い
る
の

か
知
る
こ
と
が
で
き、

ま
た
簡
易
な
席
で
は

あ
っ

た
が
お
抹
茶
と
共
に
頂
く
こ
と
で
自
ら

作
っ

た
鰻
頭
が
格
別
に
美
味
し
く
感
じ
ら
れ

る
食
育
体
験
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

，刀



アウトリ ー チ 親子和菓子作り体験

山
陰
中
央
新
報

十

月

十

日

朝
刊
掲
載

九



大
社

能
を
知
る
集
い

「
酒
ー

能
・

狂
言
と
お
酒
の
深
い
関
係

」

十
月
二
十
四
日
（
月）

十
三
時
半
j
十
六
時
半

安
田

登

（
能
楽
師

下
掛
宝
生
流
ワ
キ
方）

槻
宅

聡

（
能
楽
師

森
田
流
笛
方）

奥
津

健
太
郎
（
能
楽
師

和
泉
流
狂
言
方）

手
銭
記
念
館
第
二
展
示
室

十
五
名

開
催
日

並
再

r

叩

コ
コ

円
H

，
円
ド
円
H

会

場

参
加
者

「
大
社

能
を
知
る
集
い
」

は、

現
代
で
は
高
尚
で
難
解
な
芸
能
と
思
わ
れ
が
ち

な
能
楽
を、

江
戸
時
代
の
よ
う
に
も
っ
と
身
近
に、

自
由
に
楽
し
む
た
め
の
入
り
口

に
な
れ
ば、

と
い
う
趣
旨
で
行
っ
て
い
る
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ。

今
回
は
「
酒」

を
テ
l
マ
に、

手
銭
家、
か
江
戸
時
代
に
作
っ
て
い
た
酒
の
銘
柄
を

記
し
た
看
板
や、

角
樽、

枠
樽
な
ど
酒
に
関

す
る
資
料
が
展
示
し
て
あ
る
第
二
展
示
室
奥

の
一

画
で、

能・
狂
言
の
お
酒
に
関
す
る
謡
い、

日
常
生
活
や
宴
の
席
で
謡
わ
れ
る
謡
な
ど
を

楽
し
ん
だ。

ま
ず、

狂
言
で
行
わ
れ
る
酒
を
酌
み
交
わ
す

所
作
を
や
っ
て
も
ら
う。

皆
さ
ん
二
人
一

組

に
な
っ

て
も
ら
い、

互
い
に
酒
を
注
ぎ、

盃

を
干
し
あ
っ
た。

ま
た、

赤
穂
浪
士
が
討
ち
入
り
の
前
日
に

謡
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
「
羅
生
門」

の
上
歌、

酒
と
言
え
ば
浮
か
ぶ
「
狸

」々

の
中
か
ら

待
謡
な
ど、

さ
ま
ざ
ま
な
謡
を
謡
っ
た。

次
に、

宮
城
県
の
婚
礼
で
行
わ
れ
て
い

た
「
お
振
舞
い
」

が
紹
介
さ
れ
た。

こ
れ

は、

嫁
を
迎
え
に
行
く
と
こ
ろ
か
ら、

婿

の
家
へ
の
嫁
入
り、

三
三
九
度、

親
族
の

対
面、

お
披
露
目
な
ど
婚
礼
の
各
場
面
で

婿
側、

嫁
側、

仲
人
ら
が
謡、

長
持
唄
な

ど
を
謡
い
合
う
慣
習
で、

昭
和
の
中
頃
ま

で
は
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
だ。

今
回
は、

参
加
者
に
嫁
役、

婿
役
と
そ

れ
ぞ
れ
の
親
族
に
分
か
れ
て
も
ら
い、

謡

の
掛
け
合
い
を
行
っ
た
り、

本
来
謡
わ
れ
る
様
々
な
曲
の
中
か
ら、
「
高
砂」

な
ど

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
謡
を
い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
謡
っ
た。

様
々
な
謡
曲
や
狂
言
を
体
験
す
る
だ
け
で
な
く、

そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
意
味
や、

そ
れ
ら
を
引
用
し
た
文
学
作
品、

日
本
の
芸
術
の
奥
深
さ
や
関
連
性
な
ど、

話
題
は

能
楽
に
と
ど
ま
ら
ず、
ど
ん
ど
ん
広
が
り、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
知
的
好

奇
心
を
刺
激
さ
れ
た
よ
う
だ
つ
た。

も
っ
と
沢
山
の
方
に
体
験
し
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
を
多
く
い
た
だ
い
た。

こ
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
広
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
か、

よ
り
工
夫

し
て
い
き
た
い。



アウトリ ー チ 小学校で、 の能楽ワ ー クショップ／大社能を知る集い

小
学
校
で
の
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
能
・

狂
言
を
体
験
し
て
み
よ
う
！」

－
荒
木
小
学
校

開
催
日

十
月
二
十
五
日
（
火）

参
加
者

七
十
名
（
六
年
生）

午
前

－
逢
堪
小
学
校

開
催
日

十
月
二
十
五
日
（
火）

参
加
者

十
八
名
（
六
年
生）

午
後

－
大
社
小
学
校

開
催
日

十
月
二
十
六
日
（
水）

参
加
者

四
十
九
名
（
六
年
生）

大
社
町
内
の
小
学
校
に
出
向
き 、

六
年

生
を
対
象
に
能
や
狂
言
の
歴
史 、

特
徴 、

｜

表
現
な
ど
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 。

能

楽
師
の
声
や
所
作 、

音
を
身
体
で
感
じ
て

も
ら
う
だ
け
で
な
く 、

実
際
に
動
き 、

声

を
出
し
て
み
る 。

こ
れ
ま
で 、

大
社
小
学

校 、

遥
堪
小
学
校
の
二
校
に
出
向
い
て
い

た
が 、
今
年
は
荒
木
小
学
校
で
も
開
催
し 、

大
社
町
内
の
全
小
学
校
で
行
う
こ
と
が
出

来
た 。ま

ず 、

能
と
狂
言
の
歴
史 、

共
通
点
と

違
い
を 、

そ
れ
ぞ
れ
の
面
な
ど
を
見
せ
な

可

が
ら
解
説
し 、

そ
の
後、

能
と
狂
言
そ
れ

午
前

－

大
社
小
学
校

－

荒
木
小
学
校

ぞ
れ
の
喜
怒
哀
楽
の
表
現
を
実
際
に
行
っ

た 。ま
た 、

狂
言
「
盆
山」

の
鑑
賞 、

笛
を
通

し
て
噺
子
の
役
割
の
説
明
な
ど
を
し 、

神

楽
舞
で
お
こ
な
わ
れ
る
「
唱
歌」

と
足
拍

子
を
練
習
し
た 。

－

逢
堪
小
学
校



タイトjレ 料理ワ ー クショップ 連続講座

参加人数（延人数） 32 118 

回答枚数 15 27 

Ql どのように今日のイベント ・ ワ ー クショッブを知りましたか？

チラシ 5 3 

ウェブサイト

友人から 4 6 

関係者の紹介 4 14 

Facebook 

その他 大社の史話 3 （有線 1) （新聞 2)

Q2. イベント ・ ワ ー クショップはいかがでしたか？

とても良かった 14 16 

良かった 7 

どちらともいえない

良くなかった

無回答 3 

Q3. 本日の内容は理解しやすかったですが？

よく理解できた 9 6 

おおむね理解できた 5 16 

どちらともいえない 2 

一部理解できなかった 4 

理解できなかった

その他 1 （難しかった）

Q4. 次回以降の講座について

もっと専門的な内容を希望

内
閉じ程度がいい 21 

容 もう少し分かりやすい内容がい
4 

講
い

座 その他 3 

くずし字を読む練習をもっとし
11 つ たい

い
作品内容について深く知りたい 6 

て
両方 4 

その他

Q5. 感想、 今後の企画についてご意見 ・ ご提案をお聞かせください

食べると懐かしい気持ちになった。 楽しく分かりやすくすっと入れた。

素材の昧がよくわかっておいしかった。 興味深かった。

料理の基本が学べて良かった。 自分の力で読めるようになるのは楽しい。

昔の婚礼の様子がわかつて興味深かっ 初めてでなかなか読めなかったが勉強した
た。 い。

漆器の器がすばらしかった。 とても面白かった。

来年も続けてほしい。 少しでも読めるととても嬉しい。

興味深い企画だと思う。 資料の読み下し文を添付してほしい。

想像以上に楽しく勉強になった。 学生に帰った気分。

昔の宴のしたくは大変だっただろうと想 才智あふれる講演で
、

時聞がすぐ過ぎた。 今後
像できた。 も励みたい。

音の調理はとても手聞がかかるが細やか 歴史的背景がわかるともっと深く理解できた
だと思った。 かなと思う。

座敷で再現してほしい。 習ったはずなのに忘れたことを思い出した。

これをきっかけに古筆を学びたい。

わかりやすかった。

お話が上手だった。



アウトリ ーチ アンケー ト集計

タイトjレ 大社 能を知る集い 親子和菓子作り体験

参加人数（延人数） 16 10組20名

回答枚数 14 10 

Q1 どのように今日のイベント ・ ワ ー クショップを知りましたか？

チラシ 10 

ウェブサイト

友人から

関係者の紹介

Facebook 

その他

Q2. イベント ・ ワ ー クショップはいかがでしたか？

とても良かった 10 10 

良かった 3 

どちらともいえない

良くなかった

無回答

Q3. 本日の内容は理解しやすかったですが？

よく理解できた 6 9 

おおむね理解できた

どちらともいえない

一部理解できなかった

理解できなかった

その他

Q5. 感想、 今後の企画についてご意見 ・ ご提案をお聞かせください

つい昭和の頃まで、 こうした文化的素養が当た
お芋からすりおろして作れるところを見れたの

り前にあったことが素晴らしい。 それをこうし
て伝えてもらえてありがたい。

が良かった。

これからも続けてほしい。 子供と貴重な体験ができた。

謡が身近に感じられた。 記念館に来るいいきっかけとなった。

声を出す貴重な経験ができた。 鰻頭をきっかけに歴史も学べてよかった。

だんだん難しくなり面白くなった。 焼き印が興味深かった。

始めて参加したが、講師の話が興味深く楽し 平供も真剣に取り組め、作る楽しさも味わえ
かった。 た。

源氏物語から民俗学まで、深い話と実演が興昧 講師の先生の話が面白く、丁寧に質問に答えて
深かった。 下さり良かった。

伝統文化は全くわからなかったが、少し約束事
和菓子の歴史や背景を詳しく教えていただき興

がわかって知識があれば楽しめると実感した。
これまで、食わず嫌いだったと思った。

味深かった。

基礎的な知識があればより理解が深まったと思 子供と出来る文化的なイベン卜を増やしてほし
つ。 い。

知る喜び、ふだんしない動きや声、興味深かっ 和服に合うへアアレンジメン卜、子供の着付け
た。 講座を開催してほしい。

プ口の声に身近に接して感動した。 出雲の郷土料理教室を聞いてほしい。

能や日本文化に関心を持った。

哲学的で良かった。

シテ方、その他声の古典芸能を蔵で聞きたい。

古典にかかわるもの、日本文化のルー ツなどを
学ぶ講座を開催してほしい。

来年も続けてほしい。



館
外
展
示

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
成
果
を
広
く
公
開
す
る
こ
と
と 、

他
機
関
と
の
連
携
を
深
め
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
展
示 。

「
出
雲
の
婚
礼」

期

間

九
月
二
十
一

日
（
水）

1
十
月
十
七
日
（
月）

島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
常
設
展
示
室
展
示
ケ
I

ス

ム
五

場

昨
年
度
手
銭
記
念
館
で
行
っ
た
「
出
雲
今
昔
（）

婚
礼
（）」

を
基
に
し
た
出
張
展
示 。

手
銭
家
の
歴
史 、

所
蔵
す
る
歴
代
当
主
の
婚
礼
に
関
す
る
資
料 、

宴
で
供
さ
れ
た
本

膳
か
ら
三
の
膳 、

重
肴
（
重
箱）

と
い
っ
た
食
器
類
な
ど
約
三
十
点
を
展
示
し
た 。

こ
の
展
示
と
連
動
す
る
形
で 、

体
験
工
房
に
お
い
て 、
「
宴
の
献
立」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
し
た 。

じ
っ

く
り
と
興
味
深

そ
う
に
展
示
を
見
る
方

が
多
か
っ
た 。

四



アウトリ ーチ 館外展示

「
江
戸
力
1
手
銭
家
蔵
書
か
ら
見
る
出
雲
の
文
芸
（）」

ム
玄

場

十
一

月
九
日
（
水）

（）一
二
十
日
（
水）

島
根
大
学
附
属
図
書
館
企
画
室

期

間

二
O
一

四
年
に
手
銭
記
念
館
で
行
っ
た
特
別
企
画
展
「
出
雲
の
文
芸」

を
基
に 、

そ
の
後
の
調
査
研
究
の
過
程
で
得
た
知
見
や
新
た
な
資
料
も
加
え 、

和
歌
・

俳
詣
資

料
、を
中
心
に
約
百
点
を
展
示 。

俳
諮
一

枚
摺
や
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
形
式
を
持
っ
た
詠
草 、

蔵
書
印
な
ど 、

こ

れ
ま
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
資
料
も
多
か
っ
た
よ
う
で 、
「
自
宅
に
あ
っ

た
が
反
故
紙
だ
と
思
っ
て
処
分
し
た」

な
ど
と
い
う
感
想
も
あ
り 、

資
料
の
保
存 、

継
承
の
為
に
も
よ
り
広
く
周
知
し
て
い
く
活
動
が
必
要
だ
と
痛
感
し
た 。

来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り

〈
印
象
に
残
っ
た
展
示〉

・
一

枚
摺
0

・

百
人
一

首
聞
書 。

・
一

枚
摺
や
印 、

古
今
和
歌
集 、

枕
草
子
な
ど 。

・

蔵
書
印
の
展
示
は
珍
し
く
面

白
か
っ
た 。

〈
コ
メ
ン
ト 、

感
想
〉

．

様
々
な
展
示 、
か
あ
っ
て
見
ご

た
え
が
あ
っ
た 。

・

出
雲
大
社
地
域
を
中
心
に
文
芸
活

動
の
隆
盛
が
あ
っ

た
こ
と
は
知

ら
な
か
っ
た 。

・

多
く
の
資
料 、
か
残
っ

て
い
て
貴

重 。

・

文
芸
関
係
に
お
け
る
手
銭
家
の
位

置
づ
け
が
分
か
っ
た 。

・

お
、も
し
ろ
か
っ
た 。

・

島
根
に
ゆ
か
り
の
あ
る
展
示
を
大

学
に
居
な
が
ら
に
し
て
見
ら
れ

る
の
は
あ
り
が
た
い 。

・

状
態
の
良
い
資
料
が
多
く 、

今
後

の
活
用
に
期
待
し
た
い 。

一

五



ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
及
び
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
作
成
の
為
の
取
材

江
戸
時
代、

様
々
な
形
で
藩
を
支
え
て
い
た
出
雲
地
方
の
旧
家
の
中
に
は、

当
時

の
資
料
や
文
化
を
継
承
し
保
存
・

公
開
す
る
こ
と
を
目
的
に、

ミ
ュ

i
ジ
ア
ム
を
運

営
し
て
い
る
家
が
複
数
あ
る。

こ
の
事
業
で
は、

こ
の
よ
う
な
旧
家
ミ
ュ
！
ジ
ア
ム
聞
に
新
た
な
連
携
や
共
働
を

生
み
出
す
と
と
も
に、

国
内
在
住
者
お
よ
び
訪
日
客
に
対
し
て
出
雲
地
域
の
魅
力
を

伝
え
る
新
た
な
視
点
を
提
供
す
こ
と
を
目
的
と
し、

具
体
的
な
成
果
物
と
し
て、

来

年
度
に
「
江
戸
時
代
か
ら
続
く
松
江
藩
を
支
え
た
旧
家」

と
い
う
共
通
項
で
出
雲
地

方
を
巡
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク、

お
よ
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
日
本
語
と
英
語
で
作
成
す
る

予
定
に
し
て
い
る。

今
年
度
は
そ
の
下
準
備
と
な
る
資
料
収
集
と
各
旧
家
に
対
す
る
取
材
を
行
い、

ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
掲
載
原
稿
を
完
成
さ
せ
た。

奥
出
雲
町
に
あ
る
田
部
家、

総
原
家、

楼
井
家
は、

い
ず
れ
も
士
分
と
し
て
遇
さ

れ
た
ほ
ど
藩
に
貢
献
し
た
家
で
あ
る。

三
家、
か、

た
た
ら
製
鉄
に
よ
る
鉄
の
生
産
を
主
な
事
業
と
し、

広
大
な
山
林
を
所

有
し
て
い
た
こ
と
は、

広
く
知
ら
れ
て
い
る。

し
か
し、

山
林
は、

た
た
ら
製
鉄
を

行
う
時
に
用
い
る
大
量
の
炭
を
生
産
す
る
た
め
に
必
要
だ
っ
た
こ
と、

砂
鉄
を
採
取

す
る
た
め
に
山
を
切
り
崩
し
て
出
来
る
土
地
を、

新
田
と
し
て
開
発
し
た
こ
と
は、

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

こ
の
土
地
と、

砂
鉄
採
取
の
為
に
必
要
だ
っ
た
水
は、

現
代
の
奥
出
雲
で
作
ら
れ

る
上
質
な
米
に
つ
な
が
っ
て
い
た。

ま
た、

近
代
に
入
っ
て、

製
鉄
事
業
か
ら
木
炭

や
木
材
生
産
へ
と
移
行
し
て
い
く
流
れ
も
必
然、
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が、

よ
く
分

一

六

か
っ
た。

た
た
ら
製
鉄、

広
大
な
山
林
の
管
理、

新
田
で
の
稲
作
に
は、

多
く
の
人
々
が
関

わ
っ
て
お
り、

そ
の
人
達
の
生
活
を
守
る
た
め
に
も、

家
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
何

よ
り
大
切
で
あ
っ
て、

そ
れ
は
今
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
言
葉、
か、

そ
れ
ぞ
れ
か
ら

語
ら
れ
た
こ
と
も
印
象
的
だ
っ
た。

木
幡
家、

木
佐
家、

山
本
家
は、

い
ず
れ
も
平
野
部
に
居
を
構
え
る
豪
農
で
あ
る。

広
大
な
田
地
を
所
有
し
た
大
庄
屋
と
し
て
周
辺
を
ま
と
め、

藩
主
の
巡
見
や
鷹
狩
り

な
ど
の
際
に
は、

本
障
に
も
な
っ
て
い
た。

ま
た、

稲
作
の
他
に
酒、

木
綿、

林
業

な
ど
様
々
な
商
売
も
手
が
け
て
い
た。

出
雲
部
は、

奥
出
雲
に
比
べ
て
藩
主
や
藩
の
上
級
武
士
が
訪
れ
る
機
会、
か
多
か
っ

た
こ
と
も
あ
り、

藩
主
の
わ
が
ま
ま
や
接
待
で
の
苦
労
話、

藩
主
と
の
親
し
い
交
流

な
ど、

様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た。

三
家
と
も、

歴
代
の
当
主
に
は、

和
歌
や
俳
諮、

絵
画
な
ど
に
堪
能
な
方
が
多
い

の
だ
が、

藩
と
関
わ
っ
て
い
く
上
で
は、

そ
の
よ
う
な
「
柔」

の
部
分
も
必
要
だ
っ

た
の
だ
ろ
う。

そ
の
点
も、
奥
出
雲
の
「
剛」

の
印
象
と
は、
対
照
的
か
も
し
れ
な
い。

た
だ、

こ
ち
ら
で
も、

家
を
支
え
て
い
る
多
く
の
人
々
を
守
る
こ
と
が
何
よ
り
も

大
事
で、

そ
の
た
め
に
も
家
を
存
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
だ
と、

皆
さ
ん

口
々
に
お
っ
し
ゃ
っ
た。

今
回
の
取
材
で
は、

皆
さ
ん
が、

家
の
歴
史
や
逸
話、

家
老
存
続
さ
せ
る
た
め
に

重
ね
ら
れ
て
き
た
努
力
な
ど
を、

具
体
的
に
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た。
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い
ず
れ
の
家
も、
「
家
に
関
わ
る
人
々
を
守
る
こ
と
が
一

番
大
切」

と
い
う
考
え

が
あ
る
こ
と
や、

複
数
の
家
業
を
行
う
こ
と
で
家
の
存
続
を
図
っ
て
き
た
と
い
う、

共
通
点
が
あ
る
一

方
で、

各
家
が
そ
れ
ぞ
れ
に
全
く
異
な
る
個
性
と
特
徴、

魅
力
的

な
成
り
立
ち
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
見
え
て
き
た。

各
ミ
ュ
i
ジ
ア
ム
で
は、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
大
切
に
守
り
継
が
れ
て
い
る、

建
物、

庭
園、

調
度
品
に
触
れ、

そ
の
時
代
の
風
景
や
人
々
の
暮
ら
し
を
想
像
し、

追
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
る。

本
事
業
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
伝
わ
る
ス
ト
ー
リ
ー
が

明
ら
か
に
な
る
こ
と
で、

よ
り
一

層、

各
施
設
を
堪
能
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る

と
考
え
て
い
る。

来
年
度
以
降、

よ
り
多
く
の
人
に
こ
れ
ら
の
旧
家
ミ
ュ
1
ジ
ア
ム

を
実
際
に
訪
ね、

そ
の
魅
力
を
発
見
し
て
も
ら
え
る
よ
う、

各
家
の
魅
力
を
広
く
伝

え
る
活
動
を
実
施
し
て
い
き
た
い。

－
取
材
実
施
者

西
端

真
矢
（
文
筆
家）

連

和
加
子
（
T
E
Z
E
N
）

出
雲
文
化
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

－
取
材
先
（
実
施
順）

【
田
部
家】

取
材
場
所
・

取
材
日
時
一

田
部
家
土
蔵
群

十
一

月
二
十
九
日

公
益
財
団
法
人
田
部
美
術
館

十
二
月
二
日

取
材
対
象
一

山
田

知
行
氏
（
田
部
美
術
館）

宮
崎

幸
男
氏
（
株
式
会
社
田
部）

十
四
時
1十

四
時
i

【
総
原
家〕

〔
楼
井
家】

【
木
幡
家〕

【
木
佐
家】

【
手
銭
家】

【
山
本
家】

七

取
材
場
所
・

取
材
日
時
一

公
益
財
団
法
人
総
原
記
念
館

取
材
対
象
…

総
原

丈
嗣
氏

取
材
場
所
・

取
材
日
時
一

公
益
財
団
法
人
可
部
屋
集
成
館

取
材
対
象
…

棲
井

尚
氏

取
材
場
所
・

取
材
日
時
一

財
団
法
人
八
雲
本
陣
記
念
財
団

取
材
対
象
一

木
幡

道
子
氏

取
材
場
所
・

取
材
日
時
一

平
田
本
陣
記
念
館

十
二
月
一

日

取
材
対
象
一

木
佐

明
宏
氏

十
一

月
三
十
日

十
一

月
三
十
日

十
二
月
一

日

十
三
時
（）

取
材
場
所
・

取
材
日
時
一

公
益
財
団
法
人
手
銭
記
念
館

十
二
月
一

日

取
材
対
象
一

佐
々
木

杏
里
（
手
銭
記
念
館）

取
材
場
所
・

取
材
日
時
一

出
雲
民
雲
館

十
二
月
二
日

取
材
対
象
一

山
本

茂
生
氏

九
時
半
i

十
時十

三
時
半
1

九
時
半
（）

十
六
時
j



外
国
語
版
館
外
ガ
イ
ド
・

パ
ネ
ル
の
作
成

今
後
ま
す
ま
す
増
加
が
期
待
さ
れ
る、

海
外
か
ら
の
観
光
客
に
対
応
す
る
為、

本
語
・

英
語
、を
併
記
し
た
館
内
ガ
イ
ド
と
展
示
解
説
を、

仮
設
で
設
置
し
た。

期
間
中
訪
れ
た
外
国
か
ら
の
ツ
ア
l
参
加
者
は、

熱
心
に
読
む
人
が
多
く、

記
念

館
の
成
り
立
ち
ゃ
展
示
内
容
に
つ
い
て
理
解
で
き
た
と、

展
示
を
堪
能
し
て
い
た。

々か
．．． 
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国際発信のための環境整備事業 外国語版館内ガイド ・ パネルの作成
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f百今
年
度
事
業
に
つ
い
て
総
括
す
る。

ア
ウ
ト
リ
l
チ
事
業
と
し
て、

三
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た。

「
古
典
へ
の
招
待」
（
全
五
回）

で
は
所
蔵
す
る
古
筆、

古
典
籍、

美
術
資
料
を
活
用

し
た
こ
と
で、

参
加
者
に
手
銭
家
資
料
の
意
義
や
文
学
的、

美
術
的
な
価
値
に
つ
い

て
も
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
た。

所
蔵
資
料
の
豊
か
さ
は、

大
社
と
い
う
地
域
の
文
化
享
受
の
豊
か
さ
も
表
し
て
い

る。

こ
の
よ
う
な
情
報
を
発
信
し、

地
元
の
文
化
や
歴
史
を
考
え
る
新
た
な
視
点
へ

の
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
も、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
り、

今
後
も

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

料
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
宴
の
献
立」

に
は、

内
閣
府、
か
海
外
向
け
に
発
行
し
て

い
る
冊
子
「
ハ
イ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・

ジ
ャ
パ
ン
」

か
ら
も
取
材
申
し
込
み
が
あ
り、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
っ
て
い
る
活
動
が
決
し
て
独
り
よ
が
り
で
は
な
い
と
感
じ
る
こ

と
が
出
来、

今
後
の
励
み
に
も
な
っ
た。

料
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
は、

そ

の
他
に
も
こ
れ
ま
で
の
模
様
や
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
問
い
合
わ
せ
が

あ
り、

継
続
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る。

小
学
校
ヘ
出
向
く
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は、

こ
れ
ま
で
大
社
小
学
校、

逢
堪
小

学
校
の
二
校
だ
っ
た
が、

今
年
初
め
て
荒
木
小
学
校
で
も
開
催
し、

大
社
町
内
す
べ

て
の
小
学
校
で
行
う
こ
と
が
出
来
た。

い
ず
れ
の
学
校
で
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
た
が、

講
師
の
方
達
か
ら、

時
間
的

な
制
約
が
あ
っ
て、

予
定
し
て
い
た
内
容
を
全
て
盛
り
込
め
な
い
事
も
多
い
と
い
う

ご
意
見
が
出
て
お
り、

来
年
度
は、

構
成
を
多
少
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る。

二
O

二
年
計
画
で
取
り
組
む
「
江
戸
時
代
か
ら
続
く
松
江
藩
を
支
え
た
旧
家」

ミ
ュ
I

ジ
ア
ム
の
国
際
発
信
の
た
め
の
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て、

今
年
度
は
候
補
の
七
施

設
へ
の
取
材
を
行
い、

そ
れ
ぞ
れ
大
変
好
意
的
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た。

い
ず
れ

の
館
も、

単
館
で
の
活
動
に
は
限
界
が
あ
る
と
い
う
認
識
で
共
通
し
て
お
り、

こ
の

事
業
で
新
た
な
連
携
や
展
開、
か
あ
れ
ば、

と
い
う
期
待
感
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う。

取
材
の
中
で
う
か
が
っ
た
江
戸
時
代
の
様
々
な
お
話
か
ら
は、

お
の
お
の
の
家
の

全
く
違
う
個
性
的
な
成
り
立
ち
ゃ、

辿
っ
て
き
た
歴
史
の
重
み
が
現
れ
て
来
た。

こ

れ
ら
の
情
報
を
よ
り
魅
力
的
な
姿
で
発
信
し，

新
た
な
連
携
や
発
展
を
も
た
ら
す
よ

う、

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い。

所
蔵
資
料
に
つ
い
て
は、

今
年
度
も
個
別
の
活
動
と
し
て
調
査
研
究
を
進
め
た。

文
芸
関
係
資
料
に
つ
い
て
は、

各
資
料
の
解
読、

翻
刻、

研
究
も
蓄
積
さ
れ
て
お
り、

こ
れ
ら
の
成
果
を
ど
の
よ
う
な
形
で
発
信
し
て
い
く
か
が、

今
後
の
課
題
で
あ
る。

ま
た、

調
査
研
究
と
平
行
し
て、

資
料
の
整
理
を
進
め、

よ
り
効
率
よ
く
活
用
し
て

い
く
た
め
の
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る。

一

方
そ
の
他
の
文
書
資
料
に
つ
い
て
は、
八王
く
整
理
が
進
ん
で
お
ら
ず、

内
容
を

把
握
す
る
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る。

し
か
し、

整
理
を
進
め

内
容
を
把
握
し
て
い
く
た
め
に
も、

先
ず
は
様
々
な
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化、
か
必
須
で

あ
り、

手
段
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る。



手
銭
家
資
料
を
活
用
し
た
江
戸
時
代
の
出
雲
文
化
の
発
掘
と
再
生
事
業

ー
平
成
2
8
年
度
出
雲
文
化
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
施
報
告
書
ー

出
雲
文
化
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行
委
員
会

会

長

手
銭

白
三
郎

公
益
財
団
法
人

手
銭
記
念
館

理
事
長

副

会

長

杉
江

実
郎

国
立
大
学
法
人
島
根
大
学

附
属
図
書
館
長

副

会

長

田
坂

郁
夫

国
立
大
学
法
人
島
根
大
学

法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
法
文
学
部
教
授）

理

事

要
木

純
一

国
立
大
学
法
人
島
根
大
学

法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
（
法
文
学
部
教
授）

理

事

田
中

則
雄

国
立
大
学
法
人
島
根
大
学

法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
（
法
文
学
部
教
授）

監

事

田
中

俊
二

国
立
大
学
法
人
島
根
大
学

附
属
図
書
館

図
書
情
報
課
長

事
務
局
長

手
銭

裕
子

公
益
財
団
法
人

手
銭
記
念
館

事
務
局
長

事
務
局
員

佐
々
木

杏
里

公
益
財
団
法
人

手
銭
記
念
館

学
芸
員

事
務
局
員

昌
子

喜
信

国
立
大
学
法
人
島
根
大
学

附
属
図
書
館
情
報
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

二
O
一

七
年
三

月

三
十
一

日

発
行

編

集
一

出
雲
文
化
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

編
集
補
助
一

連

和
加
子
（
T
E
Z
E
N
）

総
括
文
責
一

佐
々
木
杏
里
（
手
銭
記
念
館
学
芸
員）

デ
ザ
イ
ン
一

b
r
e
a
t
h

発

行一

公
益
財
団
法
人

手
鏡
記
念
館

一
T
六
九
九
ー
O
七
五
一

島
根
県
出
雲
市
大
社
町
杵
築
西
二
四
五
O

一

T
e
i
／
F
a
x一
O
八
五
三

五
三
ー
二
0
0
0
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主催：出雲文化活用プロジェク卜

公益財団法人手銭記念館／島根大学附属図書館／島根大学法文学部山陰研究センタ ー

助成：平成28年度文化庁地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業


